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読書会
4/8（火）
4/22日（火）

13時半

写経会
4/13（日）
13時半

映画会
しばらく
休止します

●毎年三月に入ると桜の開花日がいつ頃になるかの予想を毎日のように聞かされるようにな

ります。今年は例年よりは何日早いとか遅いとか、2月1日からの最高気温の累積が600度付近

になると桜が咲くとか、当の桜にはいつ咲こうと関係ない人間界だけで盛り上がる話です。

●桜の開花宣言はソメイヨシノについてなので、他の品種の桜は蚊帳の外ですが、それでも

河津桜や彼岸桜やしだれ桜などもあり、地域と品種が異なれば一月から五月の連休明けまで

日本の何処かで楽しめます。冬に沖縄に行った時は１月中旬にもかかわらず濃いピンクの寒

緋桜（かんひサクラ）が満開でした。沖縄では島の北から咲き始めるとのことです。

●「いざ子ども 山べにゆかむ 桜見に 明日ともいはば 散りもこそせめ」この良寛の和

歌は「さあ子どもたちよ、山のあたりに桜を見に行こう。明日行くなんて言っていたら散っ

てしまうよ。」と遊び仲間の子供たちに呼びかけている、いかにも良寛らしい和歌です。

●桜は生き物、開花日を予想してその日に花見の予定を組んでも、桜祭りを設定しても、そ

の通りにならないのが開花です。「思い立ったが吉日」、お花見日和。そして良寛が辞世で

詠んだように「散る桜残る桜も散る桜」なのです。咲く（生）だけが自然ではなく、散る

（死）もまた自然であると日本人は桜の花に仮託する民族なのです。桜を生の再生と観て喜

ぶとともに、自然に無常（生死不二）を観る日本人の死生観にふさわしい花なのでしょう。

●「さくら咲いて、なるほど日本の春で」自由律の俳人種田三頭火の句です。桜を詠んだ詩

歌に多い日本的情緒の湿気を感じないあっけらかんとした句です。全国を旅して回る漂泊の

詩人にとっては、季節は漸次春となっていくのでしょうが、それが満開の山桜を見た瞬間、

瞬時に春と同化した実感が溢れています。この感動がありのままに春を観て春を知ると言う

ことなのでしょう。 木 金 土 日
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狂言綺語…菩薩行
日本の国土が徐々に荒廃して来ていると感じるのは私だけの実感なのでしょうか。日本人は「一所懸命」

の言葉にあるように、先祖代々の土地を命がけで護ってきたものです。私が関東平野の最北端、里山と田園
が隣接する地に引っ越して９年、年を経る毎に荒れ果てていく風景に思うことは、先祖が何百年に渡り貧弱
な道具だけで荒れ地を開墾し水を引き畑や田んぼに整えて一所懸命に護ってきた土地は、また元の木阿弥、
あっという間に荒れ地に戻ってしまうのではないかとの危惧です。点在する耕作放棄地は３年でそこが田ん
ぼであった姿を留めることなく、ただ雑草の繁茂する荒れ地となりました。５，６年も経つとそこに実生の
木が生え、１０年もすると雑木林になっているでしょう。またかつては燃料とする薪や肥料となる落ち葉の
供給地であった里山の雑木林は荒れるに任せ、猪などの野生動物の住処となりました。一方では戦後の植林
政策で植えられた杉や檜は、担い手の高齢化や経済性のため放置され花粉症の供給源となっていたところ、
最近の木材価格高騰でやせ細ったままで切り出されています。里山は荒れ果てた雑木林と、やせ細った杉や
檜と、それが切られた後のはげ山と、太陽光発電パネルと、不法産廃捨て場の無秩序地帯と成り果てました。
荒廃は里山や田畑の示す自然の風景だけではありません。廃屋もまた風景の荒廃をもたらします。人の住

まなくなった家屋は後継者のいない農村部だけでなく、駅前のかつての繁華街も人気のないシャッター街で
す。雨戸が閉まり蔦が絡まり、庭も雑草が生い茂る無人の家屋は”兵どもの夢の後“ではなく、土地に執着す
る欲望のなれの果てです。”一所懸命“に”護る“が”執着“へと読み替えることに恥じることのない人の性です。
私有財産の権利に所有者も行政も胡座をかいて、無策のまま放置した荒廃の風景です。自然や地域や隣人と
共棲して生きていこう、私はそれらに生かされているのだからという感謝と共感の心持ちさえあれば、「私
有」に執着する「苦」から解放されるはずなのです。私が今所有していると思わされているものは、たまた
ま大いなるもの（仏）から一時的に貸し出されたもので、自分が所有するにふさわしくないと判断したら、
すみやかにお返しするか、後を継ぐにふさわしいものに委ねるかしなくてはならないのです。それが永遠の
いのちをつなぐということです。それが大いなるものに生かされている衆生の生きるということなのです。
風景の荒廃は、自然だけでなく人の営みにも心にも荒廃をもたらします。しかしその荒廃は少しずつ気づ

かないように進んでいくものです。その土地に住み続けている人にとってはその変化は変化と感じられない、
日々の当たり前の日常なのです。だから恐らく荒廃を荒廃と感じないままに、この土地で生活し続けること
になるのでしょう。そのような中、故郷が荒廃する姿を敏感に感じとり、何とかかつての故郷を取り戻した
いと考え行動に移す人たちがいます。彼らは東京で一家を成し、仕事でも立場を得ている３０代後半の世代
です。彼らは１８歳まで育った故郷が帰省の度に荒廃し衰微していく姿に耐えられず、東京での仕事も住居
も仕舞い、故郷に戻ってきました。東京で働き続ければ今よりも遥かに高収入の安定した生活を送れたこと
でしょう。家族も子育てや教育環境を考えると、そのまま都会に住み続けたかったに違いありません。それ
でも故郷に戻ることを選択した理由は単なる使命感や正義感ではないはずです。恐らく彼らにはその土地を
護り続けてきた永遠のいのち達（地主神）の窮状を訴える声に耳を傾けることができたからなのでしょう。
私たちは自分の今立っている大地や吸っている大気や目に入り耳に聞こえる環境と対話しようと心がけて

いるでしょうか。私たちの過去現在未来は縁起の法則、因果関係によってあるのです。その縁起を司ってい
るものが大いなる存在です。それを私は仏と呼びますが、神とも宇宙の摂理とも、あるがままとも、諸法の
実相とも、何と呼んでもかまわないのです。ただ私たちは一人で勝手に存在しているのでなく関係性の中で
大いなるものに生かされている存在なのです。私たちが関係性の中でお互いが心安らかに豊かに楽しく暮ら
していくために必要なことは、自分以外の存在に耳を傾け対話することです。主張からは対話は始まりませ
ん。主張には反論や同意など、まず主張に応えることから始めなければならないからです。ありのままの今
を語り、ありのままに耳を傾けることから対話が始まります。それは互いを尊重し慈しみ共棲へと繋がる道
なのです。自然は互いの声を聞き合っているからこそ自然の変化に応じ、いのちをつなぐことができている
はずです。人間だけはその変化に鈍感なのか聞く耳を持たないのか分かりませんが、変化への叫びや哀しみ
を聞こうとしないようです。自分以外の全てに耳を塞ぎ自分の主張だけを繰り返す世界は、荒廃への道を歩
むほかありません。環境だけでなく私たちの生活も心もそれと気づかないままに荒廃に向かっていくのです。
それと気づかないうちに進んでいく自然や生活や心の荒廃の声を聞こうとする人、その声に聞く耳を持つ

人を、私の信ずる大乗仏教の教えでは菩薩行を歩む人と名付けます。法華経観世音菩薩普門品第２５は「南
無観世音菩薩」と唱えるとたちまち菩薩はその人のために３３の姿に現身して救いの手を差し伸べると説か
れているため現世利益の代表の経文と思われています。仏教が多くの人の支持を集め大衆化するためには必
要な経文だったのでしょう。その部分を差し引いてこの経の本質を観れば、それは私たちが進むべき菩薩行
を示しているのです。菩薩行は「自利、利他」です。自らの悟りのために修行し努力することと、他の人の
救済のために尽くすこと。この二つを共に完全に行うことです。自分の幸せは他者も幸せになることで初め
て可能となると言う考えです。そのためには「観世音」であること、つまり世の中をありのままに観てその
声（音）をよく聞くこと、そしてあらゆる姿（３３身）に現身して（寄り添って）ともに歩むことが必要に
なるのです。これが菩薩行です。都会から故郷の荒廃の声を聞きこの地に戻ってきた人たちは菩薩行を歩み
始めたようです。彼らに共感を持ってともに歩んでいくこともまた私たちの菩薩行なのです。


